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１．研究計画の概要 
霊長類の脳には「顔」の情報処理に特化した
神経回路が存在する．とくにサルでは「顔」
の視覚的呈示に対して特異的に反応する
「顔」ニューロンが発見されており，認知行
動下のサル脳におけるニューロン活動計測
は，霊長類の「顔」情報処理系の解明に極め
て重要である．本申請課題では，前部下側頭
皮質と前部上側頭溝およびこれらの部位と
密接な神経結合を有する辺縁系・視床非特殊
中継核等のニューロン活動に焦点をあて，以
下の二つの研究を行う． 
(1) 「顔」に関する連合記憶のニューロン機
構の解明: 「顔」のアイデンティティの認知
障害は人間では相貌失認と総称され，統覚型
と連合型の二型に細分される．前者は｢顔｣自
体の認知障害であり，後者は｢顔｣とそれに関
する意味・名前等の連合記憶の障害である．
現時点で，連合型相貌失認の成立を説明し得
るニューロンレベルでの知見はほとんどな
い．本研究では交付期間内に，連合型相貌失
認で障害される｢顔｣に関する連合記憶を擬
似的に再現する，「顔」を用いた非対称的対
連合記憶課題を導入し，同課題遂行時のサル
前部下側頭皮質から「顔」関連ニューロン活
動を記録・解析して，「顔」に関する連合記
憶のニューロン相関を明らかにすることを
目的とする． 
(2) 「顔」の視覚的探索のニューロン機構の
解明: 「顔」の認知処理には明確に意識に上
る顕在的過程だけでなく，意識に上らない潜
在的過程が介在することを示唆する多くの
知見がある．たとえば，複数の視覚アイテム
の集まりの中から「顔」を検出する視覚探索
課題を使用した，ヒトにおける認知心理学的
研究では，「顔」はトップダウン的な注意を
介さずに，効率よくボトムアップ的に検出さ
れることが既に示されている．本研究では交
付期間内に，「顔」の視覚探索課題遂行中の
サル前部下側頭皮質および辺縁系（主に扁桃

体）・視床非特殊中継核（主に視床枕）など
皮質下構造から「顔」関連ニューロン活動を
記録・解析し，「顔」の視覚探索のニューロ
ン相関を明確にすることを目的とする． 
 
２．研究の進捗状況 

(1) 「顔」に関する連合記憶のニューロン機
構の解明: APA 課題遂行中の合計２匹のサル
の行動反応と前部下側頭皮質腹側部（TEav
野）および周辺領域からの単一ニューロン活
動記録をほぼ終え，データ解析も部分的に終
え，その結果をすでに学会発表し，さらに一
部は論文として発表した(Eifuku et al., 2010)． 
現在，(1) ニューロン集団による表現に必要な
時間窓の解析，(2)ニューロン集団による表現
に必要なニューロン数の解析（Monte Carlo 法
による試算），(3)複数ニューロン間の発火の時
系列相関解析などを行い，別の新たな論文を
執筆中である．さらに，APA 課題の「図形
顔」試行と「顔図形」試行の間に認められ
たサルの行動反応および TEav 野のニューロ
ンの応答性の非対称的な違いについてもデー
タ解析を進めている． 
(2) 顔の視覚的探索のニューロン機構の解
明： 合計２匹のサルを用いて，顔の視覚的探
索課題(FVS 課題)の詳細な行動学的解析を行
った．具体的には，顔画像（線画）を妨害刺
激とした視覚的探索課題における顔刺激の効
果を正立顔と倒立顔で比較検討した．さらに
顔画像（実画像）を正答刺激とした視覚的探
索課題における顔刺激の効果を自種の顔と他
種の顔で比較検討した．この結果はすでに学
会発表しており，現在，行動学的解析の結果
に関する論文を執筆する一方，以上の FVS 課
題遂行中のサル前部下側頭皮質からのニュー
ロン活動記録を開始している．また，類似の
顔の視覚的探索課題を健常被験者（ヒト）に
対して行い，結果をすでに学会発表しており，
現在，ヒトの行動学的解析の結果に関する論
文も執筆中である． 
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３．現在までの達成度 
おおむね順調に進展している. 
(理由) 
(1) 顔に関する連合記憶のニューロン機構の
解明に関してはほぼ当初計画通りに進捗し
ている．一方，(2) 「顔」の視覚的探索のニ
ューロン機構の解明に関しては，訓練したサ
ルの１頭に事故があり，当初計画より若干の
遅れが生じた部分があるが，十分回復できる
範囲にあり，今後 catch up したい． 
 
４．今後の研究の推進方策 
(1)「顔」に関する連合記憶のニューロン機構
の解明： 平成 22 年度までの実験についてさ
らなるデータ解析と論文執筆を行う予定で
ある． 
 (2)「顔」の視覚的探索のニューロン機構の
解明： 複数のサルを用いて，FVS 課題遂行
中の前部下側頭皮質や皮質下構造（視床非中
継核（視床枕）および大脳辺縁系（扁桃核））
からの単一ニューロン活動記録を行う． 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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